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　ミズナギドリ類などの外洋性鳥類が，海に面して

い な い 長 野 県 で 確 認 さ れ る こ と は 稀 で あ り， こ れ

ま で ミ ズ ナ ギ ド リ 科 で は， フ ル マ カ モ メ Fulmarus 
glacialis ， シ ロ ハ ラ ミ ズ ナ ギ ド リ Pterodroma 
hypoleuca ， ア ナ ド リ Bulweria bulwerii ， オ オ ミ ズ

ナ ギ ド リ Calonectris leucomelas ， オ ナ ガ ミ ズ ナ ギ

ド リ Puffinus pacificus ， ハ シ ボ ソ ミ ズ ナ ギ ド リ P. 
tenuriostris ， コ ミ ズ ナ ギ ド リ P. nativitatis の 7 種 に

ついて数例の確認があるだけである １） ～ ３）． 今回保

護 さ れ た 2 種 の う ち， オ オ シ ロ ハ ラ ミ ズ ナ ギ ド リ

P. externa は県内で確認された報告はなく初めての

記録となる．また，シロハラミズナギドリは県内 6

例目の記録となるのでここに報告する．

　オオシロハラミズナギドリはニュージーランド北

部 の 島 で 繁 殖 す る 亜 種 ク ビ ワ オ オ シ ロ ハ ラ ミ ズ ナ

ギ ド リ P. e. cervicalis と チ リ 沖 の 島 で 繁 殖 す る 亜 種

オオシロハラミズナギドリ P. e. externa が知られ４），

し ば し ば 別 種 と さ れ る ５）, ６）． 前 者 は 非 繁 殖 期 に 北

太平洋に渡り，8 〜 11 月にマリアナ諸島東方海域

に広く分布するが７），後者は非繁殖期に主に太平洋

東部の熱帯・亜熱帯の海域に分散する．いずれの亜

種も日本近海で確認されることは非常に稀である４）．

また，シロハラミズナギドリは小笠原諸島の聟島や

硫黄列島，太平洋北西部のハワイ諸島で繁殖し５）, ６），

1 年を通じて繁殖地周辺で生息するもののほかに，

5 〜 6 月に繁殖地の北東から東方及び三陸沖合に分

散するものもあるが８），本州近海で確認されること

は稀である４）．

　 今 回 保 護 さ れ た オ オ シ ロ ハ ラ ミ ズ ナ ギ ド リ は，

2007 年 9 月 19 日， 長 野 県 松 本 市 安 曇 の 前 川 渡 大

橋付近の道端（36°09’03”N, 137°40’57”E） で菅根

正夫氏により保護され，柳田史城氏により松本市ア

ルプス公園にもちこまれた． 当園で治療・計測し，

翌日の 2007 年 9 月 20 日にアルプス公園周辺で放

鳥された．この鳥は，全長 40cm, 翼開長 100cm, 体

重 345g であった．一方，シロハラミズナギドリは，

2007 年 9 月 7 日午前 8 時頃，長野県南佐久郡川上

村上村原にある駐車場（35°58’06”N, 138°32’47”E）

で由井佳伸氏により保護された．杉山要氏により治

療・ 飼 養 後，2007 年 9 月 11 日 に 静 岡 県 静 岡 市 清

水三保で放鳥された．この鳥は全長のみが計測され

31cm であった．

　 両 種 と も 鼻 孔 は 管 状 で あ り， そ の 管 状 の 鼻 孔 が

先 端 が 鉤 曲 し た 嘴 の 上 部 に 開 い て い る こ と か ら ミ

ズ ナ ギ ド リ 目（Procellariiformes） ミ ズ ナ ギ ド リ 科

（Procellariidae）の鳥であると判断された．

　 ミ ズ ナ ギ ド リ 科 は 14 属 70 種 か ら な る が， 保 護

された 2 個体の全長はそれぞれ 40cm と 31cm であ

り，ミズナギドリ科（全長：26 〜 87cm）の中では

中 型 と 小 型 で あ る こ と， 両 種 と も 嘴 は 頭 長 よ り も

長野県内で保護された
オオシロハラミズナギドリ Pterodroma externa cervicalis と

シロハラミズナギドリ P. hypoleuca
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　 オ オ シ ロ ハ ラ ミ ズ ナ ギ ド リ Pterodroma externa の 1 亜 種 で あ る ク ビ ワ オ オ シ ロ ハ ラ ミ ズ ナ ギ ド リ P. e. 
cervicalis が 2007 年 9 月 19 日に長野県松本市安曇（36°09’03”N, 137°40’57”E） で保護された． これは本種

の長野県で初めての記録である．また，シロハラミズナギドリ P. hypoleuca が 2007 年 9 月 7 日に長野県南佐

久郡川上村（35°58’06”N, 138°32’47”E）で保護された．
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短くかぎ状であることからシロハラミズナギドリ属

（Pterodroma ） であると判断された． シロハラミズ

ナギドリ属は 31 種 ５） もしくは 34 種 ６） に分類され

るが，松本市安曇で保護された個体は全長が 40cm

であり，額は白く頭部は暗褐色，背は淡灰褐色，初

列風切から大雨覆は暗褐色，下面は白色で，翼の外

縁は黒色，翼角からかすかな黒線が斜めに入ってい

ること，後頸が白色であることから，オオシロハラ

ミズナギドリの亜種であるクビワオオシロハラミズ

ナギドリと同定した（写真 1a, 1b）．

　一方，川上村で保護された個体は全長が 31cm で

あり， 額は白く頭部と後頸は暗褐色， 背は灰褐色，

下面は白色で，翼の外縁は黒色，翼角から明瞭な黒

線が斜めにはいっていることから，この鳥をシロハ

ラミズナギドリと同定した（写真 2a, 2b）．

　今回，2 種のミズナギドリ類が長野県で確認され

たが，このような外洋性鳥類が日本の沿岸部や内陸

部で確認・保護される原因として，台風の進路や上

陸地点との関連が指摘されている５）．今回の事例に

ついても，シロハラミズナギドリが保護された前日

の 9 月 6 日 深 夜 に 伊 豆 半 島 に 上 陸 し た 台 風 9 号 が

9 月 7 日 に 長 野 県 の 東 側 を 北 上 し た こ と， ク ビ ワ

オオシロハラミズナギドリが保護された 2 日前の 9

月 17 日から 18 日にかけて台風 11 号が日本海を東

北東に移動したことから，両種とも台風により迷行

してきた可能性が高いと考えられる．
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A White-necked Petrel (Pterodroma externa cervicalis ) 
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Abstract

　A White-necked Petrel (Pterodroma externa cervicalis ) was caught enfeebled on Azumi (36 °09’03”N, 137 °40’

57”E ) in Matsumoto City, Nagano Prefecture, central Japan on 19th September, 2007. This is the first record of a 

White-necked Petrel in Nagano Prefecture. An Ogasawara Island Petrel (P. hypoleuca ) was also caught enfeebled  on 

Kawakami Village (35°58’06”N, 138°32’47”E ), Nagano Prefecture, on 7th September, 2007.
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